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さ
て
、

生

命
主

義
的
救
済
観
に

は
、

ア
ニ

ミ

ス

テ

ィ

ッ

ク

な
農
耕
心

性

が

普
遍

的
な

救
済
の

説
明
原
理
へ

と

止
揚
さ
れ

た

も
の

で

あ
る

と
い

う
前

提
が

あ
っ

た
。

し

か

し
、

単
に

農
耕
心
性
の

延
長

線
上
に

あ
る

の

で

は
な

く
、

「

生

命
」

と

い

う
コ

ン

セ

プ
ト

で

諸
相
と
人

間
の

心
の

内

奥
を

実
在

論
的
に

説
明
し

よ

う
と
す
る

思

想
状
況
（
所
謂

、

大
正

生

命
主

義
）

へ

の

応

答
と
し
て

、

言
説

化
さ
れ
た
可

能
性
も

濃
厚
で

あ
る

よ

う
に

思
わ
れ
る

。

　

大
正
期、

昭
和
初
期
の

本
門
仏
立

講
で

は
、

宇
宙
は

「

実
相
真
如
の

妙

理
」

と

し
て

日
隆
門
流
の

伝
統
的
教

義
で

説
明
さ
れ
て

い

た

が
、

生

命
主

義
的
救
済
観
で

指
摘
さ
れ
る

よ

う
な
生

命
言
説
は

用
い

ら
れ

て

い

な
か
っ

た
。

ま
た
、

教
化
育
成
の

場
で

語
ら
れ
る
功
徳
・

現
証
利
益
（

仏
果）

の

説
明
と

し
て

は
、

信
力
に
応
じ
た
仏
力
が
顕
現
す
る

と

さ
れ

、

実
相
真
如

の

妙
理

と
の

相
即
関
係
で

説
明
さ
れ
る

も
の

で

は

な
か
っ

た
。

　
一

方、

大
正
三

年
、

在

家
日
蓮
主

義
者
を

中
核
と
し

て

結
成
さ

れ
た

法
華
会
の

主

要
メ

ン

バ

ー

で

あ
っ

た

小
林
一

郎
は

、

そ
の

法
華
経
解

釈

（

『

法
華
経

大
講
座』
）

に

お
い

て
、

仏
を
無

限
の

生

命
と

し

て

把
握
し

、

大
い

な
る

生

命
の

温
か

さ
と

、

そ
こ

に

含
ま

れ
る

各
自
の

生
命
と
の

連

関

（

同
化
し

得
る

関
係
）

に
つ

い

て

述
べ

て

い

た
。

　

西
洋
流
の

理

性
哲

学
を
生

命
言
説
で

止

揚
し

よ

う
と

す
る

小
林
の

講
義

を

聴
き

（

中
央
大
学〉

、

ま
た

獄
中
で

小
林
の

書
籍
を

取
り

寄
せ
、

そ
の

影
響
を

受
け
た

と
考
え
ら
れ
る

戸
田
城
聖
は、

従
来
の

日
蓮
仏
教
を
大
胆

に
生

命
論
的
に

解
釈
す
る
よ

う
に

な
っ

た
。

す
な
わ

ち、

宇
宙
大
生

命
と

調
和
の

と

れ
た

状
態
こ

そ
が

、

各
自
の

生
命
力
の

源
泉
で

あ
り
功
徳
の

源

泉
と
な

る

教
説
で

あ
る

。

　
こ

れ

は
、

本
門
仏
立
講
が
、

そ
の

宇
宙
観
と
し
て
、

全

宇
宙
は

妙
法
そ

の

も
の

で

あ
る
、

と

説
く
に

も
か

か

わ

ら
ず、

生

命
力
の

増
幅
と
そ

れ

に

伴
う
現
世
利
益
を
も
っ

て
、

仏

果
を
判

断
す
る

思

考
形

式
を

有
し
な
か
っ

た
こ

と
と

対
照
的
で

あ
る

。

　

本
門
仏
立
講
と
創
価
学

会
と
い

う
、

基
本
的
宗
教
性
（
現
証

布
教
や

謗

法
観
な
ど
）

に

お
い

て

酷
似
す
る

日

蓮

系
新

宗
教
教
団
に

お
い

て
、

な
ぜ

創
価
学
会
に

お
い

て

の

み
生
命
主

義
的
救
済

観
が

看
取
さ
れ
た

の

か
に

つ

い

て

は
、

そ
れ
が

、

「

生

命
言
説
」

と
い

う
時
代
の

思
想
言
説
と
の

応
答

関

係
の

な
か

で

練
り
上

げ
ら
れ

た

も

の

で

あ
っ

た
と

み

る

こ

と

が
で

き

る
。

同
じ

新
宗
教
で

も、

通
時
的
分
析
を
通
す
こ

と

で

生
命
主

義
的
救
済

観
の

生
成
に
関
し、

有
無
や
相
違

が
あ
る
こ

と

が
指
摘
で

き
よ

う
。

　
こ

れ

ら
日

蓮

系
新
宗

教
の

比

較
か

ら
、

近

代
の

日
蓮
仏

教
に

お
い

て

「

生

命
」

が
ど
の

よ

う
に

言

説
化
さ
れ
る

か

は
、

置
か
れ

た

時
代
の

思
想

状
況
と

の

応
答
関
係
が

よ

り
重
要
で

あ
り、

農
耕
心

性
か

ら

直
接
的
に
派

生

し
た

の

で

は

な
い

こ

と
を

指
摘
し

た
い

。

日

蓮
に

お

け
る

信

徒
教

化

　

　
　

病
を

中
心
と

し
て

奥

　
野

　
本

　
勇

　
一
　

は

じ
め

に

　

日
蓮
聖
人

2

二

ニ

ニ

ー
八

二
）

は
、

仏
教
の

教
主
釈
尊
が
説
か
れ
た

一

代
聖
教
の

中
で

法
華
経
が
最
上

の

教
え
で

あ
る
と

の

確
信
の

も
と
、

法

華
経
の

行
者
と

し

て

教
化
活
動
を

展
開
さ
れ

て

い

る
。

そ
の

実
践
・

修
行

は

法
師
品
に

示
さ

れ

る

「

五

種
法
師
」

の

中
の

「

解
説
」

に

当
た

る
。

　
と

こ

ろ

で
、

仏

教
に

お

い

て

は
、

私
た

ち
が

生

存
す
る

以

上
、

四

苦
八

苦
の

苦
し

み

が

あ
る

と
い

う。

そ

の

四

苦
と

は

「

生

老
病
死
」

で

あ
る

。
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そ
こ

で
、

こ

の

「

病
苦
」

に

視
点
を

置
く
と

き、

い

か
に
聖
人
は

信
徒
に

対
し

て

「

病
苦
」

へ

の

教
導
を
な
さ
れ

た
の

か
、

と
い

う
こ

と

が

問
題
と

な
る．、

　
そ
こ

で

管
見
の

か
ぎ
り、

聖
人
の

記
さ
れ
た

著
述
・

書
簡
中
か
ら、

病

苦
に

対

処
さ
れ

た

檀
越
を

整
理
す
る

と

ト
ニ

名
確

認
で

き
る

。

す
な
わ

ち、

 
南

条
兵

衛
七

郎
 
聖

人
の

母
君

 
富

木
尼
 
妙
一

尼
の

子

 
高
橋

六
郎

 
妙
心
尼
の

夫
 
太
田

乗
明

 
三

位
房

 ．
四

条
氏
の

仕
え
る

江

馬
氏

の

病
 
三

沢
氏
 
石
河
兵
衛
入
道
の

娘

 
南

条
時
光
で

あ
る．、

本
稿
で

は

 
の

下

総
の

信
徒
太
田
乗
明
へ

の

教
導
に

注

目
し

た
い

。

　一
一

　
日

蓮
聖

人
と

太
田
氏
と

の

交
流
の

軌
跡

　
聖

人
と

太
田
氏
と

の

交
流
の

軌
跡
を
た

ど
る

と
、

十
二

遺
文
と

『

宗
祖

御
遷
化
記
録
』

が
確
認
で

き
る

。

す
な
わ

ち
、

『

転
重

軽
受
法
門」

『
観
心

本
尊
抄
副
状
」

「

富
木
殿

御
返
事
』

『

大
田
殿
許

御
書
』

『

曽
谷
入
道

殿
許

御
書
』

『
太
田

入
道
殿
御

返
事
』

『

尊
霊

御
薺
提
御
書』

『

乗
明
聖
人

御
返

事
』

『

富
木
入
道
殿
御
返
事
』

「
乗
明
上

人
御
返
事
』

『

慈
覚
大
師
事
』

『

大

田

殿
女
房
御
返

事
」

で

あ

り、
『

宗
祖

御
遷
化
記
録
』

の
一

書
で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

遺
文

中
、

太
出

氏
の

名
前
が

み

ら
れ
る
の

は
九
遣
文、

太
田

氏

の

妻
へ

は
一

遺

文
、

富
木
氏
の

書
簡
中
に

そ
の

名
が
み

ら
れ
る

の

が
三

遺

文
、

聖

人
入
滅

後
の

記
述
が
一

書
で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

記
述
か
ら

確
認
で

き
る

こ

と
は

、

太
田

氏
は

聖
人
よ

り
宗
教
的

集
会
や

書
簡
を
通
じ

た

教
導

を

受
け

て

い

る

こ

と
、

ま
た
、

太
田

氏

夫
妻
が

と
も
に

供
養
の

品
を

聖
人

へ

送
っ

て

い

る

こ

と
、

さ
ら
に

葬
送
の

儀
に

至
る

ま
で

信
仰
的
交
流

が

継

続
し
て

い

る

こ

と

な
ど

で

あ
る
。

　

三

　
『

太
田

入
道

殿
御

返
事
』

に

お

け
る
経
・

論
・

釈
の

引

用

　

そ
こ

で

聖
人
の

具
体
的
な
教
導
に

つ

い

て

『

太
田
入
道
殿
御
返
事
』

に

確
認

す
る

と

以
下

の

こ

と

が

明
ら
か

と
な

る
。

第
一

に

経

論
釈
で

あ
る

が、

経
典
は

『

維
摩
詰
所
説
経
」

『

大
般
涅
槃
経
』

『

妙
法
蓮

華
経』

の

三

書、

イ

ン

ド
の

論
疏
は

龍
樹
菩
薩
の

「
大
智
度

論
』

の
一

書、

中
国
の

章

疏
は、

天

台
大
師
の

『

妙
法
蓮

華
経
玄
義
』

「
摩

訶
止
観
』

と

妙
楽
大

師

の

『
法
華
文
句
記
』

『

止

観
輔
行
伝
弘
決
』

の

四

書、

目

本
の

注
釈
書
は

伝
教

大
師
の

『
法
華
秀
句
』

、

弘

法
大
師
の

『

秘
蔵
宝
鑰
』

の

二

書
か
ら

の

引
用
が
な
さ
れ
て

い

る

こ

と
。

第
二

に

こ

れ
ら

の

記
載
の

意
図
は
、

太

田

氏
の

病
の

根
本
原

因
と

そ
れ
に

対
す
る

救
済、

ま

た、

『

法
華
経
」

が

最
L

の

教
え
で

あ
る

こ

と

を

明
か

す
た

め
で

あ

る
。

た
だ

し
、

空

海
の

「

秘
蔵
宝
鑰
」

の

文
は
真
言
宗
の

誤
り
を
指
摘

す
る

た
め
の

引
用
で

あ
る

。

聖
人
が

こ

れ

ら

引
用
典
籍
の

結
論
と

し

て

示
さ

れ
る

こ

と

は
、

真
言
の

信

奉
者
で

あ
っ

た

太

田
氏
が
、

聖

人
の

教
え
に

帰

依
し

改
悔
し

た

こ

と

か

ら、

転
重
軽
受
に

よ

っ

て

病
が
表
出
し
た

こ

と
。

そ
し
て

、

釈

尊
は

阿
闍

世
王

の

病
苫
を

「

月
愛
三

昧
」

に
よ

っ

て

救
済
な
さ
れ
た
が

、

正

法
た
る

『

法
華
経
』

は
、

「

月
愛
三
味
」

を
説
く

『

涅
槃
経
」

よ

り
も
勝
る

経
典
で

あ
る

か

ら
、

そ
の

瘡
病
は
必
ず
治
り
寿

命
が
得
ら
れ
る

こ

と
を

明
示
さ
れ

る
の

で

あ
る

。

　
四
　
お
わ
り
に

　
以
上

、

日

蓮
聖
人
に

お

け
る

信

徒
教

化
に

つ

い

て
、

太
田
氏
の

病
苦
に

対
す
る

聖
人
の

教
化
に

つ

い

て

確
認
し

た
。

こ

の

こ

と

か
ら
、

聖
人
は
病

を

受
け
た

太
田

氏
に

対
し、

『

法
華
経
』

に

よ
る

救
済
を

目
的
と

し

経
論

釈
の

引
用
を
と
お

し

て

教

導
さ

れ

て

い

る

こ

と
が

知
ら

れ
る

。

そ
れ
は、

太
出

氏
の

深
い

仏
教
理
解
が

あ
っ

た

も
の

で

あ
る

。

そ
し
て

聖
人
は

太
田

氏
の

直

面
す
る

「

病
苦
」

に

対
し

、

教
卞

釈
尊
・
『
法
華
経
』

を

至
上
と

す
る

立

場
か
ら

教
導
さ
れ

て

い

た

こ

と

が
理
解
で

き
る

の

で

あ
る

。
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